
   ○東京藝術大学特別研究学生規則 

 

平成５年12月16日    

制      定    
改正  平成13年３月26日  平成16年４月１日 

平成25年10月24日  平成27年３月26日 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、東京藝術大学大学院学則（以下「大学院学則」という｡)第42 

 条第２項の規定に基づき、本学における特別研究学生の出願資格その他必要な事

 項を定めるものとする。 

（出願資格） 

第２条 特別研究学生として入学を志願することのできる者は、他の大学院（外国 

 の大学院を含む。以下「他大学院」という｡)の学生とする。 

 （他大学院との協議） 

第３条 特別研究学生を受け入れる場合は、次の各号に掲げる事項について、あら

 かじめ当該大学院研究科委員会（以下「研究科委員会」という｡)と他大学院との

 間で協議を行うものとする。 

（１）研究課題の範囲 

（２）研究期間 

（３）対象となる学生数 

（４）研究指導の認定方法 

（５）その他の必要な事項 

 （出願手続） 

第４条 特別研究学生として入学を志願する者は、次の各号に掲げる書類を、所定 

 の期日までに、当該他大学院研究科の長を通じて、学長に願い出なければならな 

 い。 

（１）特別研究学生願書（所定の様式による｡)  

（２）成績証明書 

（３）当該他大学院研究科の長の推薦書 

（４）健康診断書 

（研究期間） 

第５条 研究期間は、１年以内とする。ただし、やむを得ない事情により、研究期 

 間を変更する場合は、研究科委員会の意見を参考として、学長が許可することが

できる。 

２ 前項の研究期間は、修士課程の学生にあっては通算して１年を、その他の学生 

 にあっては通算して２年を超えることができない。 

 （受入れの許可） 

第６条 特別研究学生の受入れは、研究科委員会の意見を参考として、学長がこれ

を許可する。 

 （授業料の納入） 

第７条 特別研究学生にかかる検定料及び入学料は、徴収しない。 

２ 特別研究学生は、所定の期日までに次条に定める授業料を納入しなければなら 



 ない。ただし、特別研究学生が次の各号のいずれかに該当するときは、徴収しな

 い。 

（１）国立の大学の大学院学生 

（２）大学間特別研究学生交流協定（東京藝術大学における大学間特別研究学生交 

  流協定に基づく授業料の相互不徴収実施要項に基づくものに限る｡)により受け 

    入れた公立又は私立の大学の大学院学生 

（３）大学間交流協定、学部間交流協定及びこれらに準ずるもの（東京藝術大学に 

  おける大学間交流協定に基づく外国人留学生に対する授業料等の不徴収実施要

  項に基づくものに限る｡)により受け入れた外国人留学生 

３ 納入済の授業料は、いかなる事情があっても還付しない。 

 （授業料） 

第８条 授業料の額は、東京藝術大学における授業料その他の費用に関する規則の

 定めるところによる。 

 （実験実習費） 

第９条 実験、実習及び実技に要する費用は、特別研究学生の負担とすることがあ 

 る。 

 （附属図書館の利用） 

第１０条 特別研究学生は、附属図書館長の許可を得て、附属図書館を利用するこ 

 とができる。 

 （規則の遵守） 

第１１条 特別研究学生は、大学院学則及び本学又は研究科等の定める規則を守ら 

 なければならない。 

２ 前項の規定に違反し又は病気その他の事由により研究を継続することが適当で 

 ないと認めた場合は、研究科等の長の申出に基づき、学長がその受入れの許可を 

 取り消すことがある。 

 （雑則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、特別研究学生に関し必要な事項は、研究 

 科委員会が別に定める。 

   附 則 

 この規則は、平成５年12月16日から施行する。 

   附 則 

 この規則は、平成13年３月26日から施行し、平成13年１月６日から適用する。 

      附 則 

  この規則は、平成16年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は、平成25年10月24日から施行し、平成25年７月18日から適用する。 

   附 則 

 この規則は、平成27年４月１日から施行する。 


